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【論文部門（学部生）】 

最優秀賞 幸坂悠菜（松本ゼミ） 

      「古着援助の功罪と NGO の挑戦—WE21 ジャパンへの参与観察から−」 

奨励賞  杉江千紘、小嶋鈴乃、則安知佐、柳谷愛（松本ゼミ） 

      「ミャンマーの民主化と難民の将来—本国帰還をめぐる支援団体の 

動きに着目して—」 

奨励賞  青木宏太（松本ゼミ） 

     「戦前日本の中等教育の大衆化－桃園尋常高等小学校を事例に－」 

 

【論文部門（院生）】 

最優秀賞 汪牧耘（曽先生・松本先生） 

      「中国貴州省・石門坎の観光資源化プロセス—価値を見出す 

      多様なアクターの考察—」 

奨励賞  原口直希（鈴木靖先生） 

「台湾人若年層による日本のポップカルチャー受容に関する研究  

           －台湾人が抱く日本に対する「親しみ」の変遷－」 

奨励賞  劉徳嘯（浅川先生・曽先生） 

     「夢中の力で困難を乗り越える——フロー理論が異文化ストレスに 

     おける応用の可能性」 

 

【ポスター部門】 

最優秀賞 森金芽衣、島田真希、北山晟咲 （松本ゼミ） 

      「多文化社会の中で生きる人々の暮らし 

      —タイとミャンマーの国境の町メーソットの事例より—」 



奨励賞 桑原優、須賀彩香、本多菜英、間所美晴、矢田一義（甲ゼミ） 

     「アクティビティ、空間、そして建築～自然に人が集まる広場～」 

 

奨励賞 伊藤啓太、阿部洋介、大友風香、小川礼乃、田上紗帆、塚本紗英、日小田優希、 

中野凪沙（佐々木一惠・月野ゼミ） 

     「伝統と革新が交差する場—「祭り」の再興と経済化からみる神田祭—」 

 

 

【映像部門】 

最優秀賞 後藤亮介（松本ゼミ） 

      「百年の杜 —生き方が語る NGO—」 

 

奨励賞  鳥越浩暉（島田ゼミ） 

           「3.12 栄の灯火」 

 

奨励賞   若宮 樹（稲垣ゼミ） 

        「in and out」 

 

 

【インスタレーション部門】 

最優秀賞 大瀧愛莉、高橋麻理子、佐野奈々美、桝林佳生子、石川紗綾、齊藤美紀、中澤美智、 

藤巻夏実、保土田千鶴（森村・川村ゼミ） 

     「表裏一体 ～精神病者のリアル～」 

 

 

 



奨励賞  矢冨百夏、飯高光輝、伊藤隆生、一ノ瀨由梨、落合慶太、中村拓美、石本真子、 

阿部早也香、山口万柚子、今井奏、新崎椋司、福田愛、河田智大、米川昌杏、 

若宮樹、中西真由佳、濱口彩華、土方日向、小松玲菜、栗原邑珠（稲垣ゼミ） 

     「WILL-意思と未来-」 

 

奨励賞  佐藤健志朗、工藤誠己、小林凌典、川畑芽朗、住田美怜、中澤由貴、宮﨑信吾、 

大野義佳、吉田瑞季、伊弉末和磨、竹尾華、須田彩花、増村遥佳、門脇ゆうり、 

赤坂瑠也、金山紗己、栁田有希奈、笠原佑華、大越康貴、山﨑佳奈、渡井純希 

（栩木ゼミ） 

     「“Million Dollar Baby” of America」 
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